
   97 

長春市における「満州国」遺跡群 

周 家彤 

1932 年から 1945 年まで中国の東北三省（黒龍江省、吉林省、遼寧省）は日本の植民地として傀儡国

家「満州国」と言われ、中国側では「偽満州国」と言われている。現在、その地域には、「満州国」時代

の建物がたくさん残っている。本稿は、「満州国」の首都「新京」であった長春市に現存する帝冠様式を

中心とする建築群を取り上げ、それを紹介しつつ、その遺産の複雑な性格を明らかにし、その歴史的意

義や現代社会における文化遺産の価値、観光資源としての可能性について検討することを目的としてい

る。 

はじめに 

現代社会においては、グローバル経済と情報システムの高速的な発展に伴い、人間社会は、

もっと快適なライフスタイルを追求すると同時に、もっと深層的な歴史文化と政治経済を含む

観光文化の認識を探究している。このような現代人の文化欲求を原動力として、余暇社会の構

築時代を迎え、観光事業は、より広範な国際社会に広がっている。 
日本と中国は「一衣帯水」の隣国で、両国の間には、二千年の友好と交流の歴史があった。

現代における観光文化の交流は、1972 年日中国交の回復をきっかけとしてスタートをし、両

国の観光文化政策と旅行機関の支えの下で、合意形成されている。特に、国際航空事業の発達

により、両国の観光産業は盛んになった。 
ところが、観光文化交流のすべては、調和している訳ではなく、近代の日中歴史問題1)にか

かわる「満州国」（中国の東北三省を指す）遺跡群問題は、複雑な国際社会における価値観の

対立という問題もまた存在している。例えば、日本人による観光客は、「満州の観光」、「大

連と中国東北地方の旅」、「歴史の旅」、「懐旧の旅」などなどと進められ、かつての暮らし

の跡を探るための旅のはずが、いざ観光地に到着したら、地元の雰囲気なじめず、当初の目的

を果たせないということもあるようである。また、中国人の側では、「偽満州国」と言われる

かつての日本植民地としての「満州国」での存在について、国辱という意識を持っているので、

「満州国」についての観光事業活性化をしようにも、具体的にどのようにしたら、進退きわま

る状況に陥っている。何気なく、戦中より「松花江上」2)に歌われるように、「9・18、9・18、
あの悲惨なときから愛する故郷を離れ」という「満州国」の樹立で土地を追われた人たちは望

郷の念を止めがたく、悲しみに満ちていたのである。一方、歴史遺産についての建築様式や機

能などについて資料不足のため、広く観光客への展示案内や解説は、通り一遍の表面的なもの

である。「満州国」の問題は、去ったばかりの近代史の問題であり、「満州国」遺跡に記憶さ

れた帝国主義的文化という認識や日中固有の民族文化の相融性と異質性は、日中両国における

文化財の共通評価を困難にしている。 
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近年、日中両国の文化・経済交流が盛んになるにしたがって、友好関係を構築する目的で「満

州国」についての研究が盛んになった。2006 年 11 月、中見立夫ほか『満州とは何だったのか』

3)が出版され、2008 年 8 月、日中学術界が協力して編纂した『満州国とは何だったのか』が続

いて刊行された。それぞれの本の中には、「満州国」の建国・統制・軍事・経済・移民・文化

などに関する多くの研究論文が収められ、日中両国の歴史研究に大いに寄与している4)。その

他が、中国の東北地域経済・文化交流推進のため、多くの大学学術機関による事業でも豊富な

成果があげられた。例えば、中国大連民族学院の劉振生による論文「満州国派遣の中国人日本

留学生類別についての考察」5)、新潟大学の「近代中国と満鉄－満鉄史研究の現状と展望」フ

ォーラムなど、これまで数多くの関連する個別研究成果が見られる。これらの研究動向、個別

研究とその分析視角を整理することを通して、各側面の既存の研究成果の到達点と問題点を把

握することができると思う。特に、高媛の「戦地から観光地へ」6)と「記憶産業としてのツー

リズム」7)、は、日露戦争前までの「満州国」イメージの変遷を辿り、日露戦争中の観戦旅行

と戦争終結直後に始まった「利源調査」の経緯を考察することで、日本人の「満州国」観光の

前史を描き出し、さらに、日露戦争後における日本の「満州国」支配を経たあとの「満州国」

引揚者の茫漠とした心理状態および国交回復後において「満州国」旅行する際の「擬似郷愁」

の描写は、多くの歴史研究者に対して「満州国」に関する認識について、検討課題を今後に残

した。 
さて、本稿は、「満州国」の首都「新京」であった長春市に現存する植民地遺跡を取り上げ、

それを紹介しつつ、その歴史的意義や観光資源としての可能性について検討することを目的と

している。 
長春市における「満州国」建築の主な遺跡には、「二宮」と｢九部｣がある。ここに「二宮」

とは、「仮宮殿」と「新宮殿」であり、「九部」とは、「駐満日本関東軍司令部」と「満州国

八大部」のことである。その「仮宮殿」は「偽皇宮」とも言われている。中国全国で、現存す

る三つの皇宮すなわち、「北京故宮」、「瀋陽故宮」、「偽皇宮」の一つである。「満州国」

遺跡群の特徴としては、「偽皇宮」を除き、その遺跡は文化広場周辺に集中して存在し、その

各々の様式は“独特”である。すなわち、それらは中国の伝統的な建築様式とは明らかに異な

っている。その遺跡群はまた「満州国」時代の行政と社会システムの縮図でもある。「満州国」

遺跡の研究の意義は、西澤泰彦氏がその著書『日本殖民地建築論』(名古屋大学出版会、2008
年)に述べたように、それは原爆で廃墟と化した広島県物産陳列館を「原爆ドーム」8)と称して

保存し核兵器使用の恐ろしさを今日に伝えていることと同じ意味を持つ9。その点について私

も同感である。今回、「満州国」遺跡群に関する実地調査の成果をふまえ、またそれらに関す

る文献と既往の研究を参照しつつ、「満州国」遺産の複雑な性格を明らかにしたい。それは、

また従来の観光の対象でなかったものを新たに観光の対象として見出し、文化遺産と観光資源

の側面からこの遺産を捉え直してみることでもある。 
 
Ⅰ「満州国」遺跡群とは 
現在、「北国春城」の異称を有する長春市は、中国の東北地方に位置する 752.5 万人口の都

市であり、吉林省の政治、経済、文化の中心地である。市内には、映画制作と自動車製造が代
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表産業として、よく世界中で知られている。住民は漢族、満族、朝鮮族、回族、モンゴル族，

シボ族などの民族から構成される10)。長春の昔は、1932 年から 1945 年まで「満州国」の首都

とされ、「新京」と呼ばれた11)。現在、市内には表１のような当時の建築物が多く残っている

し、毎年、国内および国外の観光客が集まっている。 
 

表１ 長春市における主な「満州国」遺跡リスト 

番号 遺 跡 名 現 利 用 機 関 所在地（長春市） 

1 「満州国」皇宮（仮宮殿）遺跡 「偽皇宮」博物館 光復路 5 号 

2 「満州国」新宮殿遺跡 吉林大学地質博物館 西民主大路 938 号 

3 「満州国」国務院遺跡 吉林大学医学院教学楼 新民大街 126 号 

4 「満州国」軍事部遺跡 吉林大学第一付属病院 新民大街 1 号 

5 「満州国」司法部遺跡 吉林大学新民校区 新民大街 828 号 

6 「満州国」経済部遺跡 吉林大学第三付属病院 新民大街 829 号 

7 「満州国」交通部遺跡 吉林大学新民校区 新民大街 1163 号 

8 「満州国」興農部遺跡 東北大学付属中学校 自由大路 8 号 

9 「満州国」文教部遺跡 東北師範大学付属小学校 自由大路 696 号 

10 「満州国」外交部遺跡 太陽会酒楼 建設街 30 号 

11 「満州国」民生部遺跡 吉林省石油化工設計研究院 人民大街 3623 号 

12 「駐満」日本関東軍司令部遺跡 中国共産党吉林省委員会 人民大街 47 号 

13 「満州国」中央銀行遺跡 中国人民銀行吉林省分行 人民大街 2303 号 

14 「満州国」総合法衙遺跡 中国人民解放軍第四六一病院 自由大路 2 号 

15 「新京」ヤマトホテル遺跡 春宜賓館 人民大街 80 号 

16 「満州国」神武殿遺跡 吉林大学職業学校（牡丹園） 朝陽区立信街 6 号 

17 「駐満」日本関東軍司令部官邸遺跡 松苑賓館 寛城区新発路 1169 号 

18 汪精衛政権「駐満」大使館遺跡 汪精衛政権駐満大使館遺跡 陝西路 356 号 

2010 年 9 月 現地遺跡調査により作成 

 
長春市の光復路 5 号にある「偽皇宮」に平行して、文化広場と南湖公園の間に走る新民大街

に沿って、「満州国」の「国務院」を始め、「八大部」と称する「軍事部」遺跡、「司法部」遺

跡、「経済部」遺跡、「外交部」遺跡、「交通部」遺跡、「農業部」遺跡、「文教部」遺跡、「民生

部」遺跡がある。そのほかに、「満州国」時代の社会経済、政治、生活に関わる「ヤマトホテ

ル」遺跡、「神武殿」遺跡、「汪精衛政権駐満大使館」遺跡などもある。 
これらの“独特”な帝冠式を中心にした建築群は、しばしば道を行きかう人々の好奇の目を

引き付ける。建物に近づくと、目に付くのはその建物の案内板であり、その上には、「満州国」

時代の建物の名称と用途が記されている。これらの建築物は、「満州国」建国とともに設計さ

れ、建設された。従ってそれらは日露戦争後、満州に駐留した関東軍と傀儡国家｢満州国｣の行

政機関システムを記憶することだけではなく、「夢と希望」、「幻と悲しみ」をも記録してい



100 現代社会研究科研究報告 

る。 
「満州国」遺跡というと、一部分の観光客が、多分、映画「ラストエンペラー」の影響もあ

り、想起するのは、傀儡皇帝―愛新覚羅溥儀であろう。その行政機関の遺跡群の顛末について、

関心をよせる人が多い。彼らは「満州国の都市計画」12)をめぐる建築の行動の跡を辿りながら、

「満州国」遺跡の複雑な性格に思いをはせることになる。 
満州事変（1931 年 9 月 18 日）13)から、華北分離を経て、日本関東軍を中心に満州全土の殖

民政策が精力的に進められた。それを担ったのが日本関東軍特務部と満鉄経済調査委員会であ

る。 
1932 年、「満州国」が作られ、3 月 1 日に、「満州国」政府は「満州国建国宣言」14)を発表し

た。「宣言」は「凡そ新国家の領土内に居住する者は皆種族の岐視、尊卑の分別なし、原有の

漢族、満族、蒙族及日本、朝鮮の各族を除く外、即ち其他の国人と雖も長久に居住を願ふ者も

亦平等の待遇を享くる事を得、其当に得べき権利を保障し、其をして絲毫（しごう）の侵損あ

らしめず」また、「王道主義を実行して必ず境内一切の民族をして煕々皓々（ききこうこう）

として春台に登るが如くならしめ、東亜永久の光栄を保ちて世界政治の模型となさんとす」と

いう。ユートピア的な「宣言」からみて、「満州国」は「王道楽土・五族（日・満・漢・蒙・

鮮）協和」を謳っており、表面上はあくまでも民族共存の理想的な多民族国家を目指していた。

一方、日本の殖民政策を認めることを表している。建国から 8 日後の 1932 年 3 月 9 日、溥儀

は「満州国」の首都長春（その後「新京」に改名）で執政に就任し、「満州国」の幕はここに

切って落とされた。しかし、「満州国」の実権は国務院総務長官が握っていて、この役職に日

本人が就任したことを見て、たしかにこの国は日本の傀儡であった15)。 
建国後、1933 年 4 月に、「満州国」政府は国務院直属の国都建設局を設立した16)。建国初期、

日本関東軍特務部と満鉄経済調査委員会も「満州国」政策立案の業務を代行していた。1933
年 11 月に、関東軍司令部は都市計画の基本方針（「満州国」都市計画実施基本要綱という）を

決定し、首都は、既成の大都市や古都（奉天、哈爾浜、吉林）を避け、全満州の中央に位置す

る長春（当時、人口 13 万）に選定され、「新京」と命名された17)。「満州国」政府が成立して

から、行政機構が整備されていく初期の段階において、都市建築活動は、満鉄に頼っていた18)。

その後、「満州国」の建築組織も日本人主体の組織であった。「満州国」成立から崩壊までの約

13 年間において、「満州国」政府の建築組織では、延べ 35 名の技正がすべて日本人であった。

また、その下の技佐延べ 92 名のうち、84 名が日本人で占められていた。その点から見て、関

東軍支配下の「満州国」および国都建設局の「傀儡性」も見える。同時に、「満州国」政府官

衙設計の責任者相賀兼介（あいがけんすけ）が記した「建国前後の思い出」によれば、当時の

建築理念としての「順天安民」「五族協和」「王道楽土」19)から見ても、「殖民性」特徴が示し

ている。 
一方、建築風格と建設技術の立場から見て、伝統的な中式建築風格と日本建築風格を突破し

たので、近代の建築歴史上で東西折衷的な意匠が取り入れられ、実践を通した先進性の一面も

ある。 
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Ⅱ「満州国」遺跡の過去と現在 
１ 「満州国」皇宮遺跡（偽皇宮博物館） 
皇帝（宣統帝）は、着任した時は、新京の都市計画の中で「新宮殿」が、計画・建設された

が、それができるまで、「仮宮殿」に住んでいた。その「仮宮殿」は市内の北東におかれた「元

吉林・黒竜江省の塩の専売局」の建物である。しかし「新宮殿」は完成前に「満州国」の崩壊

したため、ここが「満州国」崩壊まで皇宮として使われた。 
皇宮は大きく 3 つの地域からなる。一つは「満州国」時代に建てられた「同徳殿」を中心と

する地域で、公式行事などが行われた。残り 2 つは元の「専売局」の建物の部分で、政務など

を行う「勤民楼」、「懐遠楼」、普段の生活をする「緝熙楼」からなる。現在、「偽満皇宮博物館」

（写真１）として公開している。 
敷地に入り、まず正面に見える建物が、1932 年から 1945 年まで溥儀の住んだ「緝煕楼」の

一階は皇妃譚玉齢の生活の生活区である。2 階の西側が溥儀の生活区である。ここには、「寝室」、

「書斎」、「中薬庫」（漢方薬の倉庫）、「理髪室」、「客室」、「アヘン吸煙室」がある。 
「緝煕楼」を抜け、「中和門」をくぐると目に入る建物の二階には、「満洲国」の官吏や外国

使節に非公式に謁見した「御学問所」、宴会が執り行われた「饗宴場」、「清宴堂」（現在溥儀と

后妃の生活品が展示されている）などがある。 

 

    

写真１ 「偽皇宮」入り口 2010 年 9 月撮影    写真２ 「偽皇宮」同徳殿 2010 年 9 月撮影 

 
「勤民楼」の奥にあるのが「懐遠楼」である。ここには「近侍処」、「帝室会計審査局」、「侍

従武官処」などで構成されていた。さらには、「緝煕楼」の東側に建つのが「同徳殿」（写真２）

である。この建物は日本人によって設計された宮殿である。1938 年に落成したもの。溥儀と

最後の皇妃李玉琴の生活する場として使われる予定だったが、溥儀は盗聴装置があると疑い、

利用したことはなかったと言われている。一階は、「電影庁」、「中国間」、「日本間」、「ピアの

室」、」ビリヤードルーム」などからなり、2 階には、溥儀の寝室や李玉琴の「寝室」がある20)。 
「仮宮殿」は、“独特”な造形で、瑠璃瓦の屋根である。館内には、当時の文物•文献•写真

を所蔵し、溥儀と皇后、皇妃の皇居生活を展示している。また、内装も豪華に再現されている。 
館内の案内板によると、「偽皇宮博物院」は 1962 年に成立し、その後、「吉林省博物舘」と

合併して、1982 年に建制を回復し、1984 年に正式に開放され、見学者を接待する。2000 年

に長春市政府の属地管理に変わり、2001 年 2 月 18 日元の舘名「吉林省偽皇宮陳列館」を「偽

満皇宮博物院」に変名した。いま、博物館の文化財保護範囲は 13.7 万平方メートルで、展示
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面積は 4.7 万平方メートルであり、職員は 161 名いる。館内には、所蔵文物は 2 万件近くあり、

開館してから 500 万人近く接待した。現在、博物館は文化財として吉林政府に指定され、また、

国家 AAAAA 級の観光地と全国優秀な愛国教育基地に評価された。中国では、「旅游景区質量

等級的劃分與評定国家標準」と「旅游景区質量等級評定管理辧法」に基づいて、交通、観光、

安全、衛生、郵便・電信サービス、ショッピング、経営・管理、資源と観光の保護、観光資源

の吸引力、市場の吸引力などの面から、観光地(点)のレベルを 5 級（上位から AAAAA、AAAA、

AAA、AA、A 級）に分ける。AAAAA 級とは国家最高級レベルであることを示す。それは年

間の観光客数は 50 万以上、そのうちの外国観客数が 3 万以上と規定されている21)。 
 

２ 「満州国」国務院遺跡 
新民大街 2 号にある「満州国」の「国務院」遺跡（写真 3）は、1936 年に完成し、「満州国」

の最高行政機関であった。かつてはここには「総務庁」と「参議院」のがあり、「満州国」八

大部のかなめである。ここも「満州国」の最高行政機関である。建物は 1935 年に着工、1936
年に完成した、鉄筋コンクリートの建物の面積は 6 万平方メートルあまり、西洋と中国の風格

を合わせもつ中西折衷の造りは、「興亜式」と呼ばれる。遺構の外見は、「川」の字に見える建

物であり、両翼を手前に突き出す「闕」と呼ばれる中国建築の伝統的な形態を用い、正面中央

に、トスカーナ式、ジャイアント・オーダーを並べている。上は、中国建築と日本建築の伝統

的な「帝冠様式」をもった屋根をかけている。このような方形屋根の形態は、「北京故宮」の

「中和殿」と似ている22)。左右対称の平面、塔屋による中央強調、茶色のタイル貼り外壁とい

う特徴を持っている23)。 
 

   

写真３ 「満州国」国務院遺跡 2010 年 9 月撮影 

 

また、その設計は日本の国会議事堂を参考にしている。主な見所として、溥儀が閲兵を行っ

た「閲兵台」や、第２代総理大臣が使用した「張景惠オフィス」と「京華閣画廊」がある。地

下道で「長春駅」や「関東軍司令部」（現在の中国共産党吉林省委員会の建物）とつながり、

現在にいたっている。 
4 階の「張景恵オフィス」から外に出た所には、1937 年 3 月に溥儀が初めて「満州国」の閲

兵を行った所である。また、建物の中には、エレベーターや菊の紋章、大理石の階段手すりな

どが当時のまま残されている。「満州国」国務院遺跡は、1983 年 11 月 20 日に、文化財として

吉林省人民政府に指定された。 
その後、1994 年から 2003 年まで長春市旅行局の資金と政策の支援の下で、徐世昆氏が個人
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投資をして「偽満州国務院遺跡展覧館」を設置した。それは、1995 年、長春市政府により歴

史教育基地と指定された。10 年の間、国内外の旅行客はひっきりなしに来訪し、少なくとも

年間 50 万人、合計で 500 万人以上の人々それを参観した。そのことが長春の旅行業に相当な

貢献をしたことは言うまでもない。 
ところが、2003 年から、建築物の所有者としての吉林大学が教学用施設が不足との理由で

賃借契約を終止したため、その展覧館は閉館した。 
こうして 2004 年 12 月から、「張景恵オフィス」や「閲兵台」は吉林大学に返却されてしま

い、個人観光客が見学できるのは一階と「満州国八大部」と「満州国」歴史に関する映像（上

映時間は、約 40 分）だけになってしまった24)。現在、「満州国」国務院の建物は吉林大学医学

院教学楼となっている。 
 

３ 「満州国」八大部遺跡 

①「満州国」軍事部遺跡 
解放大路と新民大街の交差点に位置する「満州国」国軍の最高司令部としての「軍事部」（写

真 4）は、「国務院」の向かいに位置する緑色の琉璃瓦を葺いた三角形の鉄筋の骨組みの建物で

ある。建築は 1935 年完成した中西折衷の興亜式である。「満州国」の軍務や用兵を司った首脳

機関であった。「軍事部」は、1943 年以前は、「軍政部」、「治安部」とされた。竣工当時は 4
階建てだったが、1970 年に一階増設され、現在では、5 階建てとなった。1984 年 4 月 18 日

文化財として長春市政府に指定され、現在吉林大学付属第一病院となっている25)。 
 

    
写真 4 「満州国」軍事部遺跡 2010 年 9 月撮影        写真 5 「満州国」司法部遺跡 2010 年 9 月撮影 

 

②「満州国」司法部遺跡 
「満州国」司法の中心であった「司法部」（写真 5）の建物は 1935 年にその建設が開始され、

1936 年竣工した。地上 3 階、地下１階であり、中間の塔の部分は 6 階建てになっている。建

物の様式は、中国のアーチ型「拱窓」と日本式玄関などが交じる「和漢折衷」の様式である。

建物は「国務院」庁舎と同様に正面中央に塔を立てて中央を強調しているが、建物全体に比べ

て、塔屋が大きい。また、塔屋に架けられた屋根は反りのない扁平なものであり、それを隠す

かのように塔屋の四方に千鳥破風がついている26)。この建物は現在、吉林大学新民キャンパス

として使われている。 
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写真 6「満州国」経済部遺跡 2010 年 9 月撮影     写真 7 「満州国」外交部遺跡 2010 年 9 月撮影    

 

③「満州国」経済部遺跡 
「経済部」（写真 6）は、「満州国」の経済を統括していた政府機関である。「経済部」の前身

は「財政部」であった。「満州国」の税務、金融、国際、投資、貿易などを司った。建物は 1935
年に建設が始められ、1937 に年竣工した。地上 5 階建て、両翼部分 4 階建ての鉄筋コンクリ

ート製で、中国と西洋のエッセンスを合わせもつ造りである。建築は、明らかに建物本体の形

態とは無縁に屋根を載せた方法は特異な方法と言えよう27)。現在では吉林大学大三病院となっ

ている。 
 

④「満州国」外交部遺跡 
「外交部」は（写真 7）、「満州国」の外務機関であり、「満州国」政府による外国資本の導入

政策の一環として、フランスのプロッサル・モパン財団が設計施工を行ったが、中国風の屋根

が架けられることはなかった28)。1936 年に竣工した「外交部」は、煉瓦造りの 2 階建ての建

物であった。現在は、改修工事が行われ、香港、潮州料理をメインとする高級レストラン「太

陽会酒楼」となっている。 
 

⑤「満州国」文教部遺跡 
「文教部」（写真 8）は「満州国」国民の教育を担当した部門である。建物が新しく改装され

て、昔の面影は殆ど残っていないが、学校の前に石碑によって、この地が以前の「文教部」で

あったことがわかる。現在は、東北師範大学付属小学となっている。 
 

  

写真 8 「満州国」文教部遺跡 2010 年 9 月撮影     写真 9 満州国交通部遺跡 2010 年 9 月撮影     
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⑥「満州国」交通部遺跡 
「交通部」は（写真 9）、交通インフラの整備や流通を担った部署である。「満州国」交通部

の設立は 1932 年であり、公路の管理、郵便、航空水運などの交通部門を担当管理していた。

建築の創建は 1935 年であり、1937 年竣工である。地上 4 階建て、両翼部分 3 階建て、地下 1
階建ての鉄筋コンクリート製建築物であった。建築は、「経済部」の建築と同じ、明らかに建

物本体の形態と無縁に屋根を載せた方法は特異な方法を用い、深い紅色の琉璃瓦を有する建物

の建築様式は、典型的な「興亜式」である。1994 年 1 月 19 日に、文化財として長春市政府に

指定され、現在は、吉林大学新民校区となっている。 

  

写真 10 「満州国」興農部遺跡 2010 年 9 月撮影  写真 11 「満州国」民生部遺跡 2010 年 9 月撮影     

 

⑦「満州国」興農部遺跡 
「興農部」（写真 10）は「満州国」の農業部門を司った政府機関である。「満州国」興農部

の前身は、「実業部」と「産業部」であった。1940 年に「興農部」と改められた。農業、林業、

牧畜、水産、鉱業、開拓のほか、資源の開発などを行った。建物は 1937 年創建し、2 階建て

の鉄筋コンクリート造りで全体的に地味な印象を受ける。現在の東北師範大学付属中学校があ

の所にあった。校舎改修後は、昔の姿をうかがい知ることができなくなった。 
 

⑧「満州国」民生部遺跡 
「民生部」（写真 11）は、「満州国」の労働者や兵士を集めた機関であり、「満州国」の教育、

民心操作などを行っていた。「民生部」の建物は 1937 年の創建。地上 2 階建て、地下 1 階建て

の鉄筋コンクリート製建築物である。1984 年 4 月 18 日長春市政府に指定され、文化財となっ

て、現在は、吉林石油化工設計研究院となっている。 
以上の 8 つの建物は、一般的に「八大部」と言われた。図 1 に示されるように、「満州国」

時代には、各部の下に司が設置され、「国務院」とそれらが主な「満州国」の行政システムを

構成していた。 
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図 1 「満州国」主な行政システム 

出所 山室信一『キメラー満州国の肖像』29)(1993 年)157 頁を参照して作成。なお建国の最初の行政機関は 7 大部であった

が、その後日本語教育事務増大のため、「民生部」の文教司が専門の教育管理機関「文教部」として独立した。 

 

 

４ 「駐満」日本関東軍司令部遺跡 
人民大街と新発路の交差する北西角に、旧日本「関東軍司令部」遺跡（写真 12）がある。

典型的な「帝冠様式」の大規模な建物である。現在は、共産党吉林省委員会本館になっている。

「天守閣」を 2 つ持つ建物である。当時も今も、この地方の最高権力組織が使用している。帝

冠建物の持つ、権力の誇示を強く意識している。また、建築の外観は、世界文化遺産と指定さ

れた近世の兵庫県姫路市にある「姫路城」と似ていると言われている。 
 

   

図 12 「駐満」日本関東軍司令部遺跡 2010 年 9 月撮影     図 13 「満州国」神武殿遺跡 2010 年 9 月撮影  

 

５ 「満州国」神武殿遺跡 
「神武殿」(写真 13)遺跡は、牡丹園という公園内にある吉林大学職業学校となっている。白

壁に瓦屋根は日本の城のようなものである。「神武殿」は 1940 年（昭和 15 年）にできた「武

道場」で、柔道や剣道、相撲などの道場があった。「大阪城」を模したという旧「日本関東軍

司令部」（現共産党委員会）に匹敵する存在だが、未だ殆ど知られていないようで他の遺産と

比べて観光客が訪れることは稀である。 
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６ 「満州国」新宮殿遺跡 
「新宮殿」（写真 14）は、官庁街である「順天大街」（現新民大街）の北端に位置し、そこ

に皇帝溥儀が居住することは、「天子南面す」という中国の伝統的な都市建設の手法を取り入

れたものであり、「新宮殿」の眼前に伸びる「順天大街」に面して官衙建築が並ぶ状態は、文

武百官を左右に従えて政務を行った皇帝の姿をそのまま都市にはめ込んだものであり30)、「新

宮殿」の建設は、皇帝溥儀が君臨することの示威行為として「満州国」政府には重要であった。 
「新宮殿」の中心的建物であった「政殿」は、1938 年 9 月 10 日に起工したが、資材と労働

力の不足によって 1943 年 1 月 11 日、工事中止となり、未完のまま、「満州国」は崩壊した。

1950 年長春の当局は未完の建設を再開し、元の設計図を参照して建築様式を民族様式とする

ことにして 1953 年に中国の手により完成した（ただし 2 階建を４階建に改造）31)。現在、「新

京殿」は吉林大学地質学院となり、「地質宮」とも言う。2007 年 7 月 8 日、長春市政府に文化

財として指定された。 
 

 

写真 14 「満州国」新宮殿遺跡 2010 年 9 月撮影 

 

７ その他の遺跡 

①「満州国」中央銀行遺跡 
洋風建築の代表作は、大同広場（現、人民広場）に面して造られた「満州国」中央銀行（写

真 15）である。正面に並ぶ巨大な 10 本のオーダーが訪問者を圧倒する。多少の爆撃を受けて

も壊れないような鉄骨コンクリートで造り、使用した鉄骨は 5000 トン、当時、全「満州国」

の建築に使用された鉄鋼量のおよそ半分に相当したという32)。金庫は扉だけで 25 トンもあっ

た。「満州国」初のコンクリートの建物で、外壁は全て花崗岩張り。戦後、「新京」では、国民、

共産両軍の国内戦闘がおこなわれ、何度か砲撃を受けたが、びくともしなかったと言われる33)。

現在、吉林省政府により文化財と指定され、中国中央銀行吉林省支行となっている。 
 

   
写真 15 「満州国」中央銀行遺跡 2010 年 9 月撮影   写真 16 「満洲国」総合法衛遺跡 2010 年 9 月撮影  



108 現代社会研究科研究報告 

② 「満洲国」総合法衛遺跡 
新民広場に面している深い森の中たたずむ「満洲国」総合法衛遺跡（写真 16）は、1936 年

竣工した「満州国」最高検察機関であり、所々に重厚さは残っている。現在、中国人民解放軍

第 461 医院となっている。1984 年 4 月 18 日文化財として長春市人民政府に指定された。 
 

③ 「新京」ヤマトホテル遺跡 
「新京」ヤマトホテル（写真 17）は、1909 年（明治 42 年）に完成、開業は翌年であった。

こじんまりとした建物は、日本人の設計により当時最先端のアールヌーボー建築様式を取り入

れたものである。長春が東清鉄道との接点であることから、アールヌーボー建築を好んで建設

した東清鉄道側を強烈に意識した結果だとも言われている。1980 年代に大規模な改装が施さ

れたため、原型をとどめる残す部分が少なくなってしまった34)。現在、それは春宜賓館となっ

ている。 
 

  

写真 1７ 「新京」ヤマトホテル遺跡 2010 年 9 月撮影  写真 1８ 日本関東軍司令部官邸遺跡 2010 年 9 月撮影  

 

④ 駐「満州国」日本関東軍司令部官邸遺跡 
上記した旧関東軍司令部のほかに、寛城区新発路 1169 号に、「関東軍司令部官邸」（写真 18）

がある。「官邸」は高い塀に囲まれた敷地の中にあり、入り口から 100 メートルほど奥にある

瀟洒な建物である。現在は「松苑賓館」と名を変え、ホテル兼レストランになっている。 
 

 

  写真 19 汪精衛政権「駐満」大使館遺跡 2010 年 9 月撮影 

 

⑤汪精衛政権駐「満州国」大使館遺跡 
陝西路に位置する汪精衛政権駐「満州国」大使館遺跡（写真 19）は、溥儀の宮殿付近一帯

が整備されて庶民の住居が取り壊されていく過程で、庶民の住居の後方に隠れていた建物であ
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る。2002 年に、汪精衛偽政権の駐「満州国」大使館復元作業が終わり、元の姿が再現され、

長春市政府に文化財として指定された。この建物は青い煉瓦で築き、元々「儀園」と呼ばれ、

建築面積千平方メートルの２階建の建築である。ここも溥儀の妹の旧居であった。 
以上の「満州国」遺跡は、満州時代の歴史、政治、社会、文化を記録している産業の一部分

として、現在は、図２に示しているように、長春市内に分布し、市民の休憩・娯楽の場所とし

て、さらに、長春市の「観覧」拠点となっている。 
 

図 2 長春市における「満州国」時代の主な遺跡分布図 

注 ○を付した数字は表１の番号に対応する主な「満州国」遺跡の所在位置を示している。 

出所 図吧「長春市地図」35)により作成  2010 年現在 

 

Ⅲ 「満州国」遺跡の位置づけと長春市における「満州国」遺跡の観光 
1972 年に「日中共同声明」が発表され、つづいて 1978 年には「日中友好条約」を締結され

て、日中関係は新たな協和の時代に入った。政治・経済・文化の交流や、各分野の学術交流が

盛んになった。長春といった昔の「満州国」の「新京」は、改革開放の政策の下で、国際化都

市として発展してきた。「満州国八大部遺跡」は、1988 年に「全国 126 景観」の一つとして「中

国国家級景観区」に指定され、近年、観光スプートとして注目されている。それとともに、「満

州国」遺産の価値も質的に変化してきた。2007 年 12 月の長春市第 13 期第 1 回の人民代表大

会では、人民代表李立夫が「満州国」遺跡は「世界警示性文化遺産条件」をみだすと述べ、「満

州国」遺跡を文化遺産として申告するために、各方面の準備をしなければならない36)と提案し

た。李は、「満州国」遺跡を「警示性」すなわち「教訓」の遺跡として再評価することを提案

したのである。それにより、一時、遺跡についての論争が起こった。 
李の提案に賛成する者は「満州国」遺産は文化の遺産であると主張し、有形文化財の定義に
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基づいて「満州国」遺跡は、文化財として歴史上、または、建築価値の高いものならびに考古

資料及び学術上の価値の高いものである37)と考える。反対派は、「遺跡の維持と修繕には費用

がかかる。」また、「満州国」遺跡は国辱であり、開放はよくないと主張した。後者は、理論的

に、日本の観光学者前田勇の「観光者の心理説」で説明できると思う。その理論は図１に示し

ているように、観光者の心理は、一般的に、「緊張感と開放感が相反するものの同時の高まり

である。」38)すなわち、緊張感と開放感の組み合わせであり、観光の対象によっての度合いが

異なる。すなわち、解放感より緊張感の度合が高い場合、観光者は、不快となる。反対派は「満

州国」遺跡に対し強い緊張感を訴え、不快感を持つ。従って、「満州国」遺跡は観光の対象な

りえないと考えるのである。 
 

  図 3 観光者の心理と旅行形態 

 

緊張感                       解放感 

                        

 

                 観光者心理効果 

出所 前田 勇 『観光総論』119 頁により作成 

 

一方、長春旅行局が近年、積極に開放方針を推進し、「満州国」遺跡を文化財として活かし、

歴史の視点から文化交流課題に転換させ、さらに、文化経済課題に転換させている。新しい時代

の要請に応えて「満州国」遺跡は、すでに「旅行資源」となっている。2009 年 8 月長春市で

は、「満州国」遺跡観光専用の二階建ての観覧バスの運行を開始した。バスの始発と終点は「偽

皇宮」であり、観覧バスは、「光復路」、「人民大街」、「文化広場」、「新民大街」、「人民広場」

など 16 個バス停を経由し、「満州国」時代の遺跡を全て観覧できるルートを提供している39)。 
 

おわりに 
「満州国」遺跡は、長春と同様、「満州国」の崩壊、長春解放戦役、文化大革命、そして 1978

年以降の経済改革開放を経験した。「満州国」遺跡について、各時代における認識も違う。戦

後間もなくの時代には「戦利品」、文化大革命には「批判物」になった。半世紀という時間が

流れ、「満州国」は、その時間の流れとともに「歴史」になった。今、残されたものは、その

遺産に関する認識の違いをめぐる論争である。現在、政界、学術界、民間のそれぞれにおいて

論争が展開されている。 
もちろん、現代の人間は、「満州国」遺跡の取り扱いについて 300 キロ―メートルにわたる

「阿房宮焼失のドラマ」を再演することはいけないだろうが、未来にわたってどのように「満

州国」遺跡を捉えるべきであるかどうかは現時代の課題であろう。 
21 世紀における「満州国」遺跡の機能は、時代と共に変化してきた。現在、戦後生まれ、

戦後育ちの大勢の観光客の目に映じた「満州国」の遺跡は、あたかも自己批判をしつつ、昔の

物語を語る様に、また平和を祈願している様に屹立している。 
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